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　��【乳がんセミナー開催】
　��　女性社員を対象に、乳がんの早期発見方法や治療方法などの正し
い知識を知る機会としてセミナーを開催しました。

　�≪�メンタル管理�≫
　���　「心の健康」のメンタルヘルスは、ストレスに対処しつつ、社会や職
場、家庭などにおいて、いきいきと健やかに過ごせる状態で働けるよ
うに、全社員対象にストレスチェックを実施しています。社員のメンタ
ルヘルスをサポートすることで、働きやすい環境づくりをしています。

　��≪�労働安全�≫
　��　社員の安全と健康を守ることと同時に、企業としての社会的責任
を果たすことが事業継続の根幹と位置づけ、相互信頼と実践に基づ
く安全文化の創造と醸成に取組んでいます。

　��【ギガらくカメラ導入】
　��　サービス工場にクラウドカメラを設置し、収集された画像データを
AIで解析し、危険予知や作業ミス防止に役立てるための実証実験を
行っています。

　��【リフト挟まれ災害防止】
　��　サービス工場において、リフト降下時にエンジニアが足を挟む危険
を防止するため、人感センサーを取り付け、危険を感知した際には、
リフトが自動停止する仕組みについても実証実験を行っています。

　��【危険予知トレーニング、情報共有】
　��　「つまずき、転倒」などの危険予知トレーニングを通じて、危険感受
性を高め、未然に労働災害を防止する取組みを行っています。さら
に、他販売店や社内で発生した事案については全社員に情報を共有
し、発生部門等に対して再発防止指導を行うなど、再発防止に向け
た取組みを強化しています。
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　�≪�カスタマーハラスメント対策�≫
　��　近年、お客様や取引先からの悪質なクレーム等の著しい迷惑行為による被害が顕在化しており、社会
的な課題となっています。北海道では2025年4月より「カスタマーハラスメント防止条例」が施行され、
事業者等がカスハラ防止に係る取組みを主体的に行うことが責務とされました。このような情勢下、当社
は、社員が安心して働くことの出来る職場環境を守り、お客様にご満足頂けるサービス提供の基盤になる
と考え、「カスタマーハラスメント基本方針」を策定、公表し、店頭にポスターを掲示しました。

　�≪�ダイバーシティ�≫
　��　生産性向上と国際貢献を目的に、当社として初となるフィリピンからの技能実習生5名を受け入れまし
た。配属となった店舗での実務講習に加え、本社スタッフによる日本語講習も行い、通常会話レベルも上
がっており、サービス工場の貴重な戦力となっています。
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CSRマネジメント
従業員に対して ウェルビーイング／チームビルディング

● アイデアオアシス
　��　アイデアオアシスとは、この取組みを通じて「もっといい会社」をつくることが原点であ
り、「日常業務で気づき、考え、実行する社員風土を醸成すること」「良いアイデアを社内
で機能させること」を目的に、全社員から「業務改善」や「提案・要望」を募る制度です。

● 社員の声
　��　社員がジャンルを問わず会社に伝えたいことを「web」や「投稿用紙」にて直接、社長
に届けることができる仕組みである「社員の声」を展開しています。本制度は「無記名」
での投稿も可能であり、社員にとって対応し易いものとなっています。

● サークル活動
　��　社員の懇親、コミュニケーション推進を目的に社内で「サークル活動」を実施し、会社として支援しています。現
在活動中のサークルは「野球」「テニス」と「フットサル」「スキー」となり、所属する社員は楽しんでいます。

● 表彰旅行
　��　営業部門で実施している「ベースボールコンテスト」における各リーグの総合成績により選出された優績者が
「表彰旅行（行先は、「シンガポール」「台湾」「沖縄」）に行きました。

● 米国自動車業界視察旅行
　��　2024年7月末から8月初旬の8日間で、トヨタ自動車販売店協会北海道支
部主催の「米国自動車業界視察旅行」が開催され、弊社からは4名の社員が参
加しました。この視察旅行では、米国自動車市場の規模や多様性などについて
視察する事が出来ました。

● ヤリスカップへの参戦
　��　ヤリスカップは、トヨタのコンパクトカー「ヤリス」で実施されるワンメイクレー
スです。限られた人員と時間で効率良く正確な整備を行う必要があるサーキット
は、エンジニアのチームワークや技術向上、新しいことへ挑戦するマインドを育む
貴重な機会であり、レースで得た経験は普段の仕事にいかされます。弊社では、社
内における「チームワーク向上」と「モーターファン作り」を目的に参戦しています。

ヤリスカップ�Instagram
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札幌トヨタグループの目指す姿

札幌トヨタグループで働く社員の皆さんにあてたメッセージです。

　札幌トヨタグループは、これまで地域・地球環境の保全に取組んで参りましたが、これからも地域に根差し
た「自動車販売店」として、その取組を「CSV」へと価値のあるものに進化させていきます。
　CSR、CSVを基軸に、自社の短期的な利益だけでなく、様々なステークホルダーと共存し、長期的に成長
し、進歩し続ける企業でありたいと考えております。

持続可能な社会の実現に向け、持続可能な企業でありたい
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お問い合わせ先
札幌トヨタ自動車株式会社 CSR推進部

住所　札幌市中央区北1条西7丁目3-8

TEL　�011-231-3111
ホームページアドレス　https://sapporotoyota.co.jp/
2025年9月15日発行


